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◉一人ひとりや地域、社会福祉協議会、行政などの役割（自助・互助・共助・公助の考え方）の連携によって、地域福祉活動
の充実を図るとともに、保健、医療及び福祉の連携による総合的なサービス提供体制の整備に努めます。
◉多様な社会参加を可能にすることができる地域社会を実現するため、ユニバーサルデザインを基調にしたまちづくり
を推進します。

施策3-1 地域福祉

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉わが国は、地域共生社会の実現に向けて、「ニッポン一億総活躍プラン」や、「「地域共生社会」の実現に
向けて（当面の改革工程）」等に基づいて、その具体化に向けた改革を進めています。
◉かつてわが国では、地域の相互扶助や家族同士の助け合いなど、地域・家族・職場といった人々の生活
の様々な場面において、支え合いの機能が存在しました。
◉しかし、高齢化やライフスタイルの多様化が進み、地域・家族・職場という人々の生活領域における支え
合いの基盤が弱まってきています。そのため、人生における様々な困難に直面した場合でも、誰もが役
割を持ち、お互いが配慮し存在を認め合い、そして時に支え合うことで、孤立せずにその人らしい生活を
送ることができるような社会としていくことが求められています。

社会の動向

◉本市は、社会福祉制度とノーマライゼーション※の基本理念のもと、市民の安心・安全な地域での暮らし
を支える保健、医療、福祉、住まい等の支援の充実や、すべての市民の自立と社会参加を地域の中で保
障する地域福祉の考え方を実現していく必要があります。
◉本市は、高齢者、障がい者、子育て世代等をはじめとする全ての市民が、安心して快適に暮らし、自らの
意思で自由に行動し、優しさに満ちた地域社会の実現を目指すため、「浦添市福祉のまちづくり条例」を
制定し、2020（令和２）年10月１日から施行しています。また、地域での支え合いの仕組みを充実させ、
地域福祉を効果的に推進するために「てだこ・ゆいぐくるプラン－浦添市地域福祉計画・浦添市地域福
祉活動計画－」を策定して、各種事業を具体的に位置づけています。
◉一人ひとりや地域、社会福祉協議会、行政などの役割（自助・互助・共助・公助の考え方）の連携によって、
地域福祉の取り組みを進めていくことが求められています。

地域福祉の
状況

◉本市は、生活道路の整備や公共施設が改善している一方で、高齢者や障がい者をはじめ、すべての人に
やさしい環境が十分に整っているとはいえない状況もあり、誰もが等しく、自由に社会参加し交流がで
きる社会を実現するためにも、地域と一体となったバリアフリー化の推進と、ユニバーサルデザイン
（UD）※を基調とした、人にやさしいまちづくりを進める必要があります。

バリアフリー化
等

◉市営住宅については、住宅確保要配慮者の居住確保を支援するために、引き続き優遇措置による支援
を図るとともに、戸数増加を検討していく必要があります。

※ノーマライゼーション：障がい者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件を整え、ともに生きる社会こそ当たり前（ノーマ
　ル）の姿であるという考え。
※ユニバーサルデザイン（UD）：障害の有無、年齢、性別、国籍、人権等にかかわらず、多様な人々が利用しやすいようにあらかじめ製品、建物、空間をデザイン
　すること、そのような考え方。

市営住宅

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-1-1 地域保健福祉活動の充実

「てだこ・ゆいぐくるプラン－浦添市地域福祉計画・浦添市地域福祉活動計画－」に基づき、地域で支える
地域福祉社会の形成に向けた各種施策の展開を図ります。「てだこ・ゆいぐくるプラン」は、必要に応じて
計画の見直しを行います。

地域保健福祉活動の充実を図るため、民生委員・児童委員の確保に努め、社会福祉協議会や民生委員・
児童委員との連携を強化します。

3-1-1-①

3-1-1-②

ボランティアの育成をはじめ、ノーマライゼーションの浸透を図ります。そのために、地域コミュニティに
おける福祉活動など、多様な交流を促進します。

3-1-1-④

地域福祉活動の拠点として、各中学校区に設置されている「地域保健福祉センター」の充実を図ります。
また社会福祉協議会と連携し、「中学校区コミュニティづくり推進委員会」や、より小さな単位での「行政
区コミュニティづくり推進委員会」の活動の周知を行い、地域で支える福祉社会の形成を図ります。

3-1-1-③

地域福祉の重要な担い手であるボランティアの養成を図ります。そのために、活動の場の充実に努めます。3-1-1-⑤

3-1-2 保健、医療、福祉サービス体制の整備・充実

身近な地域で気軽に相談できるよう、「地域保健福祉センター」での総合的な相談窓口の充実を図りま
す。また、公的な相談窓口や相談支援を行う事業所を周知するとともに、各種相談員との連携のもと、地
域での相談体制の充実を図ります。

保健、医療、介護、福祉分野等、多職種の連携を促進します。そのために、医療機関等との意見交換会や多
職種連携研修会を実施します。

3-1-2-①

3-1-2-②

公共施設や商業施設など市民が集まる施設のバリアフリー化を推進します。そのために、「沖縄県福祉の
まちづくり条例」及び「浦添市福祉のまちづくり条例」に基づき、ユニバーサルデザインを基調とした、誰も
が安心して快適に暮らすことのできる環境の整備、充実に努めます。

3-1-2-④

浦添市医師会等と連携して、市民への医療・介護に関する情報提供、相談支援の充実に努めます。3-1-2-③

関連するSDGs

重要業績評価指標（KPI）

民生委員・児童委員充足率

沖縄県福祉のまちづくり条例に基づく建築計画の事前協議の適合・一部適合率

指　標

80.45%（令和元年度）

72.7％（令和元年度）

基準値

100%（令和7年度）

80.0％（令和7年度）

目標値・方向性
図表・写真等 民生委員・児童委員のみなさん

（資料）福祉総務課

関連する主な個別計画等 ●てだこ・ゆいぐくるプラン（浦添市地域福祉計画・浦添市地域福祉活動計画）
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◉健康的な生活を送ることの重要性について、市民一人ひとりが理解と関心を高め、生涯にわたり自ら健康づくりを行う
意識と習慣を身に付け、いきいきとした生活を送ることができる社会をめざします。
◉健康づくりを通した健康寿命の延伸による豊かな人生の実現のため、各ライフステージに応じた健康増進と食育の推
進及び生活の質（QOL）の向上をめざします。
◉関係機関との連携を強化し、支援体制の充実や各種健診等健康増進サービスの充実に取り組みます。
◉妊娠、出産、育児期において、切れ目のない支援が行えるよう、各種相談の推進、健康診査及び事後フォローの充実、各
種教室への参加促進等を図ります。

施策3-2 健康増進

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉日本人の三大死因は、がん・脳血管疾患・心疾患であり、特に脳血管疾患や心疾患の危険因子となる動
脈硬化症・糖尿病・高血圧症・脂質異常症などはいずれも生活習慣病です。
◉食習慣や運動習慣、喫煙や飲酒等の生活習慣が深く関与して発症する生活習慣病は、重症化すると重
大な疾患の要因となることや国民医療費にも大きな影響を与えていることから、国を挙げてその予防と
改善のための取り組みが実施されています。
◉沖縄県においては、生活習慣病の有病者・予備軍をはじめ、生活習慣病と関係の深い肥満者の割合が
全国でも非常に高く、その状況は本市においても例外ではありません。
◉本市は早世（全死亡数のうち、65歳未満死亡数）の割合も全国に比べ非常に高く、健康寿命（健康上の
問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）の延伸が求められています。そのため、妊娠・乳
幼児期など早い段階からの予防をはじめ、ライフステージに合わせた継ぎ目のない健康増進対策が急
務となっています。
◉健康でいきいきとした生涯を送ることは、すべての市民の願いです。そのため、「健康・食育うらそえ21」
や「データヘルス計画」等の計画に基づき、健康増進に向けた体制づくりと保健事業を推進するととも
に、市民自身や地域単位での自主的な健康づくり活動等を促していく必要があります。
◉本市は、特定健診や各がん検診において、国の定める目標受診率を下回っていることから、ICT等のツー
ルを活用した周知を図るなど、受診率の向上に取り組むことが求められています。
◉新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、感染症に対する意識向上、感染予防対策に向けた新し
い生活様式への変化が求められています。今後も新興・再興感染症が懸念されることから、市民への迅
速な情報提供と予防接種率の向上がますます重要となっています。

生活習慣病・
健康増進等

◉安心・安全な妊娠期間を過ごすことができるよう、「てだこ親子プラン【健やか親子うらそえ21（浦添市
母子保健計画）】」に基づき、各種健診や訪問事業等、ニーズに対応した母子保健事業の充実及び地域に
根ざしたサービスの基盤整備等を進めていく必要があります。さらに、妊娠届出が遅れることで、妊娠
期や出産に係るリスクが高くなることもあることから、早期の妊娠届出を促していく必要があります。

母子保健

3-2-2 健康増進サービスの充実

心身ともに健やかな子どもの出生を促進します。そのために、新生児・妊産婦訪問指導及び妊婦一般健
診等を実施して、母子保健の充実を図ります。また、妊娠期から子育て期における親子の健康づくり等に
対する切れ目のない支援を実施するため、子育て世代包括支援センター「うららん」の充実を図ります。

乳幼児期の心身の発育発達面での経過や現状の把握に努め、適切な保健指導の充実を図ります。

3-2-2-①

3-2-2-②

リーフレットや市ホームページなど、多様な媒体を活用した意識啓発や相談機関の周知等により、「心の
健康づくり」の充実を図ります。

3-2-2-④

疾病予防や病気の早期発見・早期治療のために特定健診やがん検診等の受診率向上を図ります。また、
結果に基づいた保健指導等の充実を図ります。市民の自主的な活動の推進を図るとともに生活習慣病
対策を強化します。

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-2-1　健康増進体制の充実

“すべての市民に健康を“の実現に向けた、保健事業を推進します。そのために、「健康・食育うらそえ21」
を踏まえた健康増進体制の充実を図ります。

乳幼児が健やかに育つ社会の実現を目指します。そのために、「てだこ親子プラン【健やか親子うらそえ
21（浦添市母子保健計画）】」に基づく、妊娠・出産・育児における母子保健事業を推進します。

3-2-1-①

3-2-1-②

3-2-2-③

感染症の予防意識啓発に努めます。そのために、予防接種法に基づく各種予防接種の実施等により、感
染症の発生予防と市民の健康増進を図ります。

3-2-2-⑤

親子健康手帳交付時や乳幼児健診において妊娠期・乳幼児期からの口腔ケアの重要性を啓発するとと
もに、歯科医師等による保健指導を通して乳幼児のむし歯予防を推進します。

3-2-2-⑥

（資料）健康づくり課

図表・写真等 食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト、食改[しょっかい]さん）活動

食改さん活動
QRコード

（資料）健康づくり課

図表・写真等 集団検診・がん検診等
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施策3-2 健康増進

関連するSDGs

むし歯のない3歳児の割合 80.3%（令和元年度） 86.0%（令和7年度）

特定健診受診率

特定保健指導実施率

指　標

33.2%（令和元年度）

72.0%（令和元年度）

基準値

45.0％（令和7年度）

60％以上を維持（国の目標値と同様）（令和7年度）

目標値・方向性

女性の肥満者の割合（特定健診受診者）

男性の肥満者の割合（特定健診受診者） 47.4％（令和元年度）

33.0％（令和元年度）

44.0％（令和7年度）

30.0％（令和7年度）

全出生数中の低出生体重児の割合 12.0％（平成30年） 8.0％（令和7年）

図表・写真等

むし歯の無い子の割合（3歳児健診）
全国 沖縄県 浦添市

（資料）こども家庭課
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（資料）こども家庭課

H26 H27 H28 H29 H30（年）
0%

14%

12%

10%

8%

6%

4%

2%

棒
グ
ラ
フ  

低
体
重
児
出
生
率（
％
）

9.59.5

11.511.5
10.410.4 10.910.9

9.09.09.59.5

11.311.3
10.110.1

11.111.1
10.010.0

9.49.4

11.011.0
12.012.0

9.49.49.49.4

※出生率、出産率は県と比較できるようその年の出生数をベースに算出

※R元年度全国データなし

図表・写真等 浦添市子育て世代包括支援センター うららん

肥満者（BMI25以上）の推移 40-69歳

（資料）健康づくり課
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女性

44.844.8

37.437.4

44.044.0

36.336.3

43.243.2

36.536.5

45.045.0

38.038.0

44.544.5

37.537.5

46.646.6

38.738.7

47.447.4

39.439.4

男性 浦添市全体

重要業績評価指標（KPI）

関連する主な個別計画等
●健康・食育うらそえ21（浦添市健康増進計画・浦添市食育推進計画）
●浦添市国民健康保険第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）
●「てだこ親子プラン【健やか親子うらそえ21（浦添市母子保健計画）】」　●いのち支える浦添市自殺対策行動計画

（資料）こども家庭課
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◉“子どもを主役に”の視点で、地域全体で子育てを支援していく社会をめざします。
◉地域や関係機関と連携し、地域における子育て支援の充実、多様な保育ニーズに応じたサービスの充実、児童の健全育
成等を推進し、すべての子どもが健やかに成長できる環境づくりに取り組みます。

施策3-3 子ども・子育て支援

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉2025（令和7）年までの少子化対策の指針となる「第4次少子化社会対策大綱」が閣議で決定され、出
産・子育てを希望する家庭への経済的支援のほか、不妊治療の費用負担軽減や児童手当の拡充の検討
なども触れられ、経済的な課題にも取り組んでいくこととなっています。
◉わが国は、子どもたちが生まれ育つ家庭環境や地域社会が大きく変化する中、出生率の低下による少子
化が大きな課題となっています。

社会の動向

◉沖縄県における貧困世帯の割合は依然として高く、子どもの貧困対策に向けた取り組みが喫緊の課題
となっています。
◉貧困の連鎖を断ち切るために、ひとり親家庭をはじめ支援が必要な家庭に対し、就労支援、経済的支
援、子どもへの教育支援等を行い、子どもの将来が、その生まれ育った環境により左右されることのな
い社会の実現を目指す必要があります。

子どもの貧困

◉本市においても、出生率の低下による少子化が進展しており、子どもを安心して産み・育てることのでき
る環境づくりが求められています。
◉2019（令和元）年度に行った市民調査では、「“子どもを主役に”のまちづくりの推進」を重視する声が多
く寄せられており、ニーズが高い状況がみられます。
◉本市は「子どものまちてだこ宣言（2008（平成20）年）」、「てだこキッズファースト宣言（2015（平成27）
年）」を行い、すべての子どもの健やかな成長と幸せを最優先に考え、子育てを応援するために、「てだこ
親子プラン（浦添市子ども・子育て支援事業計画）」を策定するなど、子育て支援や児童健全育成などの
環境整備に取り組んでいます。
◉地域子育て支援施設（子育て支援センター、児童センター等）やファミリー・サポート・センター等を活用
し、子育ての相談指導や相互扶助による子育て支援など、地域ぐるみで子育てを支えるまちづくりを進
めています。
◉認可保育所整備や特定地域型保育事業の設置、認定こども園の移行等により、多様な教育・保育の受け
皿確保を進めたことで、待機児童数は減少していますが、幼児教育・保育の無償化等による新たなニー
ズに対応可能な提供体制の確保に取り組む必要があります。
◉病児・病後児への対応や発達支援児への対応等、求められるニーズが多様化しており、それらの課題に
対応する保育サービスの充実を進めていく必要があります。
◉子育て中の保護者同士の交流促進や育児不安に対する相談対応等、地域で安心して子育てできる環境
の充実を図っていく必要があります。
◉近年、児童虐待等に関する痛ましい報道がメディアを通して発信されている状況の中、本市においても、
地域や関係機関と連携して、虐待防止の意識啓発や早期発見・早期対応に努めていく必要があります。

子ども・子育て
支援の状況

3-3-2 児童・子育て家庭への支援の充実

3-3-3 多様な保育サービスの充実

児童の情操豊かな心身の健康増進を推進します。そのために、児童センター機能の充実と利用促進に努めます。3-3-1-⑤

子どもの貧困がない社会の実現を目指します。そのために、子どもの貧困対策に努めます。3-3-1-⑦

子育て家庭への支援を行います。そのために、児童手当の支給や医療費助成等を行い、家庭生活の安定を図ります。3-3-2-③

ひとり親世帯への支援を行います。そのために、児童扶養手当の支給や母子父子医療費助成等を行い、
ひとり親家庭の自立とその子どもたちの健全育成を図ります。

3-3-1-⑥

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-3-1 地域ぐるみの子育て支援の充実

「てだこ親子プラン（浦添市子ども・子育て支援事業計画）」を推進するとともに、必要に応じて見直しを図ります。

地域における子育て支援を強化します。そのために、ファミリー・サポート・センターの充実を図ります。

3-3-1-①

3-3-1-②

昼間保護者のいない障がい児の放課後の健全育成に努めます。3-3-1-④

学童クラブを充実させます。そのために、事業運営を支援するとともに、既存施設の環境改善や公的施設
への併設に努めます。

3-3-1-③

待機児童の解消に向けて、利用定員の調整や保育人材の確保に努めます。3-3-3-②

多様な保育ニーズに対応します。そのために、病児・病後児保育、発達支援児及び一時預り保育、延長保育
などの拡充を図ります。

3-3-3-①

地域での子育て支援の充実に努めます。そのために、育児不安に対する相談指導や子育て家庭同士の交
流活動の支援等を図ります。また、地域子育て支援施設の利用促進及び運営体制の充実に努めます。

3-3-2-①

多様化、複雑化する児童の養育問題への対応や児童虐待等の早期発見・未然防止に努めます。そのため
に、子ども家庭総合支援拠点及び要保護児童対策地域協議会の機能を活用するとともに、子育て世代包
括支援センター「うららん」との連携強化を図ります。

3-3-2-②

図表・写真等 保育所入所定員・入所児童・待機児童の推移

関連するSDGs
（資料）こども政策課
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てだこキッズファースト宣言
　「てだこキッズファースト宣言」は、「てだこキッズファースト宣言実行委員会」が呼びかけ、一人ひとりの大人と
してのキッズファースト（こどもの幸福を最優先する）という自覚を確認し、こどもたちの笑顔あふれるまちづく
りを進めることを宣言するという趣旨で、平成27年8月9日に宣言しました。市民一人ひとりが地域のことを考
え、課題を共有し、課題解決のために行動を起こすことの意義は大きいものと考えます。このキッズファーストの
思いを絶やさぬよう、市民、行政、それぞれの視点から『こどもの幸福を最優先する』とは何かを考え、共に「てだ
こキッズファースト」に取り組んでいきましょう。

（年度）

重要業績評価指標（KPI）

病児・病後児保育実施個所数

指　標

1（令和元年度）

基準値

2（令和7年度）

目標値・方向性

関連する主な個別計画等 ●「てだこ親子プラン（浦添市子ども・子育て支援事業計画）」
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◉高齢者が健康を保ち、在宅で自立して生活を送り、地域で心豊かにいきいきと暮らすことのできる社会をめざします。
◉介護予防の取り組みや地域福祉サービスを充実するとともに、高齢者の地域における役割の拡充や高齢者の就労支
援に取り組みます。
◉医療・介護・介護予防・住まい・生活支援を一体的に提供する地域包括ケアシステムへの理解の深化をめざします。

施策3-4  高齢者福祉

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉わが国の65歳以上の高齢者の割合（高齢化率）は28.4％（2019（令和元）年10月現在、高齢社会白書 
（内閣府））と４人に１人以上が高齢者という超高齢社会をむかえ、今後も世界に例を見ない速さで高齢
化が進むと予想されています。
◉こうした背景のもと、国では高齢者の安定した生活を社会全体で支え合う介護保険制度を創設し、そ
の後も制度の持続性や介護予防を重視するサービス拡大など制度の見直しを行うとともに、高齢者の
尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域での生活を支援する地域包
括ケアシステムの充実を推進しています。

社会の動向

◉本市は、「てだこ高齢者プラン（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）」に基づき、高齢者が自らの
知識と経験を生かし、地域社会を支える役割を持ち、自分の目標にチャレンジする高齢者が増えていく
ことを目指した取り組みを行なっています。
◉本市の高齢化率は約20％（2020（令和2）年10月現在、住民基本台帳）と、全国と比較すると低くなって
いますが、本市が独自に実施した将来推計では、2030（令和12）年には24.5％まで上昇し、市民の約4
人に1人が高齢者になることが見込まれています。
◉高齢者が在宅で自立した生活を送ることができるよう、行政や市民、地域社会、さらには多様なサービ
ス事業者との協働により、介護予防や生きがいづくりをはじめ、高齢者の状態に合わせたきめ細かな
サービスの提供や、それを実現する体制の充実が求められています。

高齢者福祉の
状況

◉本市は認知症高齢者が増加していることから、認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地
域で暮らすための支援等を行う必要があります。
◉見守りSOSネットワーク等の充実、相談への早期対応、介護負担の軽減につながる支援等に努めること
が求められています。

認知症ケア体制

◉老人福祉センター、地域福祉センター、かりゆしセンター等の施設を活用した、幅広い分野の講座を開
催し、中高年齢者の健康づくりや生きがいづくりを支援することが求められています。

健康・生きがい
創出

◉高齢者が集う「地域の通いの場」の充実・強化を図り、高齢者の積極的な社会参加を促進し、重度化防
止に努めることが求められています。

介護予防

身体上、精神上又は環境上の理由及び経済的理由により、居宅での養護を受けることが困難な高齢者の
養護老人ホームへの入所措置を図ります。

3-4-1-⑤

在宅介護を支援します。3-4-1-⑥

高齢者の権利擁護の充実を図ります。そのために、成年後見制度利用支援の実施に努めます。3-4-1-⑦

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-4-1 地域福祉サービス・介護予防の充実

地域包括ケア体制の構築を関係機関と連携を図りながら推進します。そのために、地域包括支援セン
ターを中核的な機関と位置づけ、高齢者が住みなれた地域で可能な限り継続して生活が送れるように、
住まい、医療、介護、介護予防、生活支援が一体的に提供できるように取り組みます。

認知症ケア体制の充実に努めます。そのために、認知症サポーターの養成や活用、認知症初期集中支援、
認知症カフェ等の実施を行います。

3-4-1-①

3-4-1-②

在宅高齢者の安全な日常生活の維持と自立を支援します。そのために、訪問サービス、通所サービスや在
宅介護支援サービス等の充実を図ります。

3-4-1-④

地域全体で高齢者を支え、高齢者自らが持つ力をできる限り活かし要介護状態になることを予防するため、
身近な場所で健康維持や介護予防に取り組めるよう、介護予防・日常生活支援総合事業の充実を図ります。

3-4-1-③

3-4-2 社会参加と生きがいの創出

高齢者自らの生きがいづくりに向けた意識の醸成と自発的な活動を促進します。そのために、高齢者の
ニーズに応じた生涯学習講座等の多様なメニューを提供します。

高齢者のボランティア活動などへの参加を促進し、地域人材としての積極的な活用を図ります。そのため
に、浦添市社会福祉協議会や浦添市老人クラブ連合会等と連携に取り組み、高齢者のボランティア活動
などへの参加を促進します。

3-4-2-①

3-4-2-②

高齢者の生きがいづくりの拠点である「浦添市シルバー人材センター」と連携し、就労相談の充実と就労
機会の創出に努めるとともに、高齢者の技術・技能向上を支援し、就労サービスに対応できる人材の育成
を図ります。

3-4-2-④

「てだこ学園大学院」カリキュラムにおいて、世代間交流や地域間交流の機会の創出に努めます。3-4-2-③

関連するSDGs

浦添市在宅医療・介護連携支援センター URASSHII（うらっしー）
　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続け
ることができるよう、在宅医療と介護を一体的に提供するために、関係機関等からの相談に対応する窓口を設置
し、地域における医療機関と介護サービス事業所などの関係者の連携を推進しています。

認知症サポーター養成講座
　市民一人ひとりが認知症を理解し、認知症の人やその家族に偏見を持たず温かく見守る応援者（サポーター）と
なれるよう、認知症サポーター養成講座を行っています。地域住民や企業・学校などから、平成20年からの10年
間で約1万人の認知症サポーターが誕生しています。

重要業績評価指標（KPI）

浦添市シルバー人材センターの就労率

指　標

80.0%（令和元年度）

基準値

86.0%（令和7年度）

目標値・方向性

関連する主な個別計画等 ●てだこ高齢者プラン（浦添市高齢者保健福祉計画・浦添市介護保険事業計画）
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◉障がいのある人が社会の構成員として、地域のなかで自立し、ともに支え合い、ともに生きる地域社会をめざします。
◉それぞれのニーズに対応した障害福祉サービスの提供に努めるとともに、居住支援や相談支援の充実、就労の場の拡
充など、障がい者の社会参加の促進に取り組みます。

施策3-5 障がいのある人の福祉

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉近年、わが国は障がいのある人が社会の構成員として安心して暮らすことができるよう、障害を理由と
する差別の解消を推進することや権利擁護等の法・制度の整備が進められています。
◉沖縄県においても、「沖縄県障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づくり条例（共生社会条
例）」を制定して、障がいのある人でも積極的に参加・貢献していくことができる社会の実現に向けた取
り組みが進められています。

社会の動向

◉本市は、ノーマライゼーションの基本理念を踏まえた、障がい者や障がい児が有する能力及び適性に応
じて、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう支援を行い、人格と個性を尊重し、安心
して暮らすことのできる地域社会の実現が求められています。
◉本市は、「てだこ障がい者プラン（浦添市障害者計画・浦添市障害福祉計画・障害児福祉計画）」に基づ
き、各種障がい者福祉の施策を進めています。

障がいの
ある人の
福祉の状況

◉本市は「浦添市障がい者（児）基幹相談支援センター」を開設しており、一般相談委託事業所とも連携を
密にしながら、身体障害、知的障害、精神障害、発達障害といった障害の種類を問わず、障がいのある人
とその家族からの相談内容に応じた支援に努める必要があります。

相談体制

◉身体障害や難病等による一定の機能障害に係る支援が必要な利用者のニーズに応じた、居宅介護など
障害福祉サービスの支援に努める必要があります。

身体障害や
難病等

◉発達障害の早期発見、学校教育における発達障がい児への支援など、保健、医療、福祉及び教育機関等
の連携による推進体制の更なる整備が求められています。

発達障害

◉障がいのある人の就労に関するニーズに応えるために、身体機能や生活能力向上のための訓練費用や、企業
等に対して障がい者雇用に関する支援策の周知や情報提供等の支援に取り組むことが求められています。

就労等の支援

◉今後も障がい者等の活動拠点として、指定管理者と連携して利用者の機能回復、健康増進に資する取り組み
に努める必要があります。

サン・アビリティーズ
うらそえ

◉手話を含む意思疎通支援の環境拡充に努める必要があります。聴覚・視覚障害

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-5-1 自立した日常生活の支援・社会参加の促進

障がい者等の地域での暮らしを担保し、自立を進めるために整備される地域生活支援拠点等の機能の
整備、充実を図ります。

いつでも相談できる相談支援体制を強化します。そのために、基幹相談支援センターを地域の相談支援
の拠点とし、総合的な相談支援の実施、地域の相談支援事業所に対する指導助言を行います。また、浦
添市障がい者自立支援協議会を中心として、相談支援事業所や地域保健福祉センターなど関係機関と
の連携を強化します。

3-5-1-①

3-5-1-②

3-5-2 介護・訓練等給付の充実 

利用者や介護者の負担軽減に努めます。そのために、居宅介護、短期間の施設入所や児童デイサービス
等の介護給付を推進します。

障がい者（児）の日常生活用具・補装具の給付事業を推進します。

3-5-2-①

障がい者（児）及び介護者の経済的負担の軽減を図ります。そのために、自立支援医療、医療費助成、特
別障害者手当等の充実に努めます。

3-5-2-③

障がい者の就労等の支援を図ります。そのために、身体機能や生活能力向上のための訓練費用等を給付
します。

3-5-2-④

難病患者や小児慢性特定疾患児の生活支援を推進します。また、難病患者への障がい福祉サービスの情
報発信に努めます。

3-5-2-⑤

3-5-2-②

権利擁護に努めます。そのために、障がい者等のニーズに応じたわかりやすい情報提供や、成年後見制度
利用の周知などに努めます。

障がい者が地域の一員として安心して社会的自立生活を送れるように支援します。そのために、精神障
害にも対応した地域包括ケアシステムの構築や、地域生活支援拠点等が有する機能の充実を図り、施設
入所者や長期入院者の地域移行を支援します。

3-5-1-③

3-5-1-④

3-5-3 福祉施設の充実 

障がい者が地域において自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、創作的活動や生産活
動の機会等を提供する地域活動支援センターの充実に努めます。

「福祉プラザ」、「サン・アビリティーズうらそえ」の機能の充実や利便性の向上を図ります。そのために、障が
い者の各種サークル活動や地域との交流、コミュニケーションの場として、活用するよう周知を図ります。

3-5-3-①

3-5-3-②

浦添市障がい福祉関連複合施設（ピアラルうらそえ）において、障がい者及び障がい児に対する幼少期か
ら成人期までの一貫性のある継続支援及び地域の相談支援強化に努めます。

3-5-3-③

コミュニケーション手段の紹介

視覚障害者が指で触っ
て読むようにした文字。
六つの点を使って表記
している。

点字
文字や絵などの情報を
音声化すること。

音訳
音声言語を文字にして
表記する方法。手書きと
パソコンによるものが
ある。

要約筆記
話し手が手話を表し、
視覚障がい者がその手
に触れて伝える方法。

触手話
手の動きや顔の表情に
よって表現する言語。

手話

障がい者（児）の社会参加を促進します。そのために、手話通訳や要約筆記など意思疎通支援、社会生
活・余暇活動、通所・通学等の移動支援、日中の活動の場の確保などに取り組みます。

3-5-1-⑨

障がい者の雇用機会創出及び就労訓練等の充実を図り、就労支援を進めます。そのために、企業等に対
し障がい者雇用に関する支援策の周知や情報提供等を行います。

3-5-1-⑥

浦添市手話言語等条例に基づき、手話や要約筆記、音訳等による多様なコミュニケーション手段への理
解及び意思疎通しやすい環境づくりに努め、意思を伝えあう権利が尊重される社会を推進します。

3-5-1-⑧

発達障がい者（児）のライフステージに応じた、総合的な支援体制の充実を図ります。また、その家族に対
する支援も行います。

3-5-1-⑩

障がい者関係団体の自主的な活動や活動の周知等について支援します。3-5-1-⑦

障がい者の社会交流を促進します。そのために、スポーツ活動や芸術文化活動等の充実を図ります。3-5-1-⑤
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関連するSDGs

施策3-5 障がいのある人の福祉

浦添市障がい福祉関連複合施設「ピアラルうらそえ」
　令和3年4月にオープンする「障がい福祉関連複合施設（ピアラルうらそえ）」は、児童発達支援セン
ター、障がい者（児）基幹相談支援センターなどの機能を有する県内初の一体型複合施設です。基本コ
ンセプトとして、障がい者（児）に対する幼少期から成人期までの一貫性のある継続支援及び地域の相
談支援強化を目指して、中核的な福祉支援機関として整備しており、「浦添市の障がい者（児）が安心し
て通え、相談できる場」、 「浦添市の障がい者（児）を、みんなで「支える」体制を構築する場」等への期待
に応えていきます。

（資料）障がい福祉課

図表・写真等 各種手帳の推移
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身体障害者手帳の
所持者数

療育手帳の所持者数

精神障害者
保険福祉手帳の
所持者数

対人口比

（資料）障がい福祉課

図表・写真等 福祉教育の様子・障がい福祉サービスの日常

（資料）障がい福祉課

図表・写真等 浦添市パーキング・パーミット（身障者等用駐車場利用認定証）制度

重要業績評価指標（KPI）

就労移行支援、就労継続支援（A型、B型）利用者の一般企業への就労者数

地域移行支援の利用者数

指　標

23人（令和元年度）

1人（令和元年度）

基準値

35人（令和7年度）

10人（令和7年度）

目標値・方向性

関連する主な個別計画等 ●てだこ障がい者（児）プラン（浦添市障害者計画・浦添市障害福祉計画・浦添市障害児福祉計画）
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関連するSDGs

◉低所得者をはじめ、母子・父子及び寡婦世帯の自立した生活を促進するため、それぞれの実態に即した生活支援施策
の実施に努めるとともに、保健、医療、就労などに関して関係機関との連携を密にし、多様なニーズに対応できる総合的
な相談指導体制の確立をめざします。
◉市民の健康・福祉の増進や老後の生活を支援するため、各種制度の啓発活動を強化し、運営の充実に取り組みます。

施策3-6 公的サービス（生活支援・国民年金・医療費助成等）

施策のめざす方向

施策を取り巻く環境

◉わが国はこれまで、「安定的な雇用」を土台とした「第１のセーフティネット」が機能し、また最終的には、
「第３のセーフティネット」である「生活保護制度」が国民に包括的な安心を提供してきました。しかし、雇
用情勢が変化を続ける中、これらの仕組みだけで国民生活を支えられないことから、生活保護に至る前
の段階から早期に支援を行う「第２のセーフティネット（生活困窮者自立支援法）」が2015（平成27）年よ
り施行されており、生活困窮者に対して、包括的・継続的な支援を提供して、自立の促進を図っています。

社会の動向

◉本市は、困難な状況にあるひとり親家庭の子どもと親が安定した自立生活を送ることができるよう就
労支援や経済的な支援を進めるために、「てだこ親子プラン（浦添市ひとり親家庭自立促進計画）」に基
づく取り組みを推進しています。

ひとり親家庭
等の自立促進

◉社会経済情勢の変化や高齢化の進展により、本市の生活保護状況は増加傾向で推移しています。
◉世帯類型別の構成比を見ると高齢者世帯の占める割合が最も高く、障がい者世帯の割合も高い傾向に
あります。そのため、保健、医療及び就労問題など多方面からの対策が求められています。

生活保護の
状況

◉国民健康保険制度、介護保険制度、国民年金制度等は、国民の健康や安定した暮らしを支えるうえで重
要な公的サービスです。
◉しかしながら、高齢化の進行や医療の高度化等による医療費・介護費の増大など、適正な運営を揺るが
しかねない大きな課題を抱えており、収納率の向上や医療費・介護給付の適正化等を含め、財政運営の
健全化に引き続き取り組む必要があります。

各種保険等の
状況

基本的な取り組み（今後5年間の主な取り組み）

3-6-1 低所得者福祉の充実

2021（令和3）年1月に施行された被保護者健康管理支援事業により、多くの健康課題を抱えている被保
護者に対し経済的自立のみならず日常生活自立・社会的自立といった観点から、医療と生活の両面にお
いて支援を行うとともに、生活習慣病の発症予防や重症化予防等を推進します。

生活保護世帯及び生活困窮世帯の就労意欲向上や就労支援を図り、生活保護世帯及び生活困窮世帯の
自立を促進します。そのために、就労相談・指導の強化やハローワークとの連携等を図ります。

3-6-1-①

3-6-1-②

低所得者の自立の促進に努めます。生活困窮者自立支援事業を活用し、生活困窮者の生活基盤安定に向
けた支援を強化し関係機関と連携します。3-6-1-③

生活困窮世帯（生活保護世帯も含む）の子どもとその保護者への支援を学校現場や関係機関と連携し、
自立や生活基盤の安定に向けた支援の強化を図ります。

3-6-1-④

3-6-3 国民健康保険制度等の円滑な運営等 

国民健康保健制度への更なる理解と周知徹底を図り、国民健康保険税の収納率の向上に努めます。

増加する医療費の適正化を図ります。そのために、特定健診受診率・特定保健指導実施率の向上やレセ
プト分析等により、健康課題を明確にし保健事業の実施に努めます。

3-6-3-①

3-6-3-②

後期高齢者医療制度については、沖縄県後期高齢者医療広域連合との連携のもと、窓口事務や保険料徴
収事務の適切な実施に努めます。

3-6-3-③

3-6-2 母子・父子及び寡婦世帯福祉の充実 

ひとり親家庭等の自立の促進に努めます。そのために、母子・父子及び寡婦世帯に子育て支援、生活の支
援、就労の支援、経済的支援、相談体制や情報提供の充実を図ります。

3-6-2-①

3-6-5 介護保険制度の円滑な運営 

介護予防、介護保険サービスの充実及び適正なサービス利用の促進に努めます。そのために、本人及び家
族の意向やニーズ、現在の状態を踏まえ、自立支援に向けた視点をもとにケアマネジメントを実施します。

円滑な認定業務及び介護認定審査会の運営に取り組み、公平・公正な要介護認定に努めます。3-6-5-②

適切な介護保険料を設定するとともに、収納率の向上に努めます。3-6-5-③

3-6-5-①

3-6-4 国民年金制度の周知 

市民の年金受給権の確保に努めます。そのために、年金加入促進を通して、若年者層の年金意識の向上
や低所得者等への保険料免除制度の周知を図ります。

3-6-4-①

（資料）保護課

図表・写真等 自立サポートセンター・てだこ未来

重要業績評価指標（KPI）

関連する主な個別計画等 ●「てだこ親子プラン（浦添市ひとり親家庭自立促進計画）」　●浦添市国民健康保険第2期保健事業実施計画（データヘルス計画）

国民健康保険税収納率

介護保険料収納率

指　標

96.50%（令和7年度）

98.00%（令和7年度）

目標値・方向性

94.10%（令和元年度）

97.79%（令和元年度）

基準値
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